




乳児期におけるビタミン K依存凝固因子(プロトロンビン,第Ⅶ,ⅨおよびⅩ因子)の正常値

の推移は案外知られていない。各因子における正常値を把握することは各種ビタミン K依

存因子の異常症を診断する上で大切なことである。私達は昨年度の報告としてプロトロン

ビン,第Ⅸ因子の活性,抗原量,プロテインC抗原量の1ヵ月児,3ヵ月児,6ヵ月児および12

ヵ月児の正常値の推移を報告してきたが,本年度は更に第Ⅶおよび第Ⅹ因子の活性,抗原量

の推移を観察した。 


